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日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
議
長
と
マ
ル
ク
ス
研
究

者
の
斎
藤
幸
平
東
京
大
学

准
教
授
の
対
談
を
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
Ｒ
ｅ
Ｈ
ａ
ｃ
Ｑ

の
動
画
が
配
信
（
前
・
後

２
回
）。

　

対
談
は
、
志
位
議
長
の

著
書『
Ｑ
＆
Ａ　

い
ま「
資

ネ
ッ
ト
メ
デ
イ
ア
Ｒ
ｅ
Ｈ
ａ
ｃ
Ｑ
動
画
で

志
位
和
夫
議
長
が
斎
藤
幸
平
氏
と
『
Ｑ
＆
Ａ

資
本
論
』
を
ベ
ー
ス
に
縦
横
に
語
り
合
う

本
論
」
が
お
も
し
ろ
い
』

（
赤
本
）、『
Ｑ
＆
Ａ　

共
産

主
義
と
自
由
』（
青
本
）
を

ベ
ー
ス
に
、「
共
産
主
義
と

は
そ
も
そ
も
何
か
」、「
AI
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
『
資
本

論
』」、「
自
由
な
時
間
」、

「
左
翼
を
ど
う
伸
ば
す
か
」

「
資
本
主
義
に
お
け
る
搾

取
」「
科
学
や
技
術
の
発

展
」「
本
当
の
富
と
は
」
な

ど
に
つ
い
て
両
者
が
縦
横

に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
、
斎
藤
氏
の

「
共
産
主
義
は
そ
も
そ
も

な
ん
な
ん
だ
？
」
と
質
問

に
、
志
位
氏
は
、『
共
産
党

宣
言
』
の
一
節
の
「
各
人

の
自
由
な
発
展
が
万
人
の

自
由
な
発
展
の
条
件
で
あ

る
よ
う
な
一
つ
の
結
合
社

会
」
と
い
う
言
葉
を
パ
ネ

ル
で
示
し
て
、「『
人
間
の

自
由
』
が
（
共
産
主
義
の
）

最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
」「
そ
れ
を
実
現
す
る
最

大
の
保
障
は
万
人
が
『
自

由
な
時
間
』
を
も
つ
こ
と

で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

動
画
公
開
直
後
か
ら
考

え
方
の
違
い
を
超
え
て
反

響
を
呼
び
、
動
画
へ
の
ア

ク
セ
ス
数
は
現
在
49
万
回

を
超
え
て
い
ま
す
。

「
共
産
主
義
と
は
何
か
」「
AI
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
『
資
本
論
』」

「
自
由
な
時
間
」「
科
学
や
技
術
の
発
展
」「
本
当
の
富
と
は
」
な

ど
な
ど

志位氏と斎藤氏対談動画
　　後半　　　前半

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
に
マ
ム
ダ
ニ
氏

　
　
　

民
主
的
社
会
主
義
者

　
巨
額
資
金
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

　
市
民
の
運
動
で
打
ち
勝
つ
　

　

金
融
機
関
や
大
企
業
が

集
中
す
る
資
本
主
義
の
中

心
地
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

市
長
選
で
４
日
、
民
主
党

進
歩
派
で
民
主
的
社
会
主

義
者
の
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム

ダ
ニ
州
下
院
議
員
（
34
）

が
当
選
し
ま
し
た
。
大
富

豪
か
ら
巨
額
献
金
を
受
け

る
候
補
と
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
「
マ
グ
ナ
ム
は
共
産

主
義
者
」
と
い
う
攻
撃
を

市
民
と
の
共
同
の
た
た
か

い
で
打
ち
破
り
ま
し
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
支
持
者

を
前
に
「
わ
れ
わ
れ
は
多

数
を
見
捨
て
少
数
者
の
声

に
し
か
応
え
な
か
っ
た
政

治
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
」

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
よ

う
な
大
富
豪
が
課
税
を
逃

れ
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

利
用
す
る
こ
と
を
許
し
て

き
た
腐
敗
の
文
化
を
終
わ

ら
せ
る
」
と
宣
言
し
ま
し

た
。

　

同
氏
の
公
約
は
高
騰
す

る
家
賃
の
凍
結
、
市
営
バ

ス
の
無
料
化
、
保
育
の
無

償
化
、
最
低
賃
金
の
引
き

あ
げ
な
ど
、
実
現
に
向

か
っ
て
支
援
す
る
市
民
と

と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

日
本
で
も
大
企
業
と
大

金
持
ち
の
税
制
優
遇
を
た

だ
し
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
や
消
費
税
減
税
が
焦
眉

の
課
題
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
市
民
た
ち
の
願

い
は
日
本
の
私
た
ち
と
同

じ
で
す
。

ノーベル賞 ２氏
　文科省に要望

　基礎研究支援を
　若手研究者育成を

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
が
決
ま
っ
た
大
阪
大
学

の
坂
口
志
文
特
任
教
授

（
74
）と
京
都
大
学
の
北
川

進
特
別
教
授
（
74
）
が
、松

本
洋
平
文
部
科
学
省
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
両
氏

は
そ
ろ
っ
て
基
礎
科
学
研

究
所
や
若
手
研
究
者
の
育

成
の
重
要
性
を
訴
え
、
国

か
ら
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

坂
口
市
は
研
究
に
対
す

る
公
的
支
援
へ
の
謝
意
を

示
し
た
上
で
、「
日
本
が
科

学
技
術
立
国
と
し
て
や
っ

て
い
く
た
め
、
基
礎
研
究

へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

北
川
氏
は
「（
研
究
で

は
）
特
に
若
い
人
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
っ
ぱ
い
も

ら
っ
て
き
た
。
若
手
の
支

援
が
非
常
に
重
要
だ
」
と

強
調
。「
金
さ
え
出
せ
ば
い

い
の
で
は
な
く
、
若
手
を

支
援
す
る
組
織
作
り
が
必

要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
に

民
主
的
社
会
主
義
者
の

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏

当
選
。「
当
初
の
支
持
は

１
％
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
10
万
人
も
の
市
民

や
労
組
が
支
援
し
た
」

「
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
知
事
選
で

も
民
主
党
の
候
補
が
当
選

【
う
ら
へ
続
く
】
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な
ぜ
法
制
定
を
急
ぐ
の

か
、
自
由
法
曹
団
常
任
幹

事
の
中
谷
雄
二
弁
護
士
は
、

「
ス
パ
イ
防
止
法
と
い
う

の
は
、
戦
争
状
態
に
あ
る

敵
国
を
大
前
提
に
し
て
、

敵
の
手
先
を
摘
発
し
て
処

罰
す
る
も
の
で
す
」「
そ
れ

を
あ
ぶ
り
出
す
国
民
監
視

体
制
と
し
て
中
央
情
報
機

関
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
設
立
す
る

こ
と
に
あ
る
」
と
指
摘
し

ま
す
。

　

ま
た
井
原
聰
東
北
大
学

名
誉
教
授
は
、
こ
こ
10
年
、

秘
密
保
護
法
な
ど
戦
時
立

法
に
近
い
法
律
が
次
々
に

制
定
さ
れ
て
き
た
が
、
今

の
体
制
で
は
不
十
分
だ
と

し
て
、
ス
パ
イ
防
止
法
の

網
を
か
け
て
取
り
締
ま
る

強
力
な
体
制
・
情
報
機
関

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る

危
険
性
を
訴
え
ま
す
。   

　

日
本
維
新
の
会
の
藤
田

文
武
共
同
代
表
に
身
内
へ

の
税
金
環
流
と
い
う
重
大

疑
惑
が
、「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
日
曜
版
の
取
材
で
浮

上
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

政
治
資
金
収
支
報
告
書

ス
ク
ー
プ

維
新
・
共
同
代
表 

重
大
疑
惑 

公
設
秘
書
側
に
公
金
２
０
０
０
万
円

「
身
を
切
る
」
ど
こ
ろ
か 

身
内
へ
税
金
環
流

や
選
挙
運
動
費
用
収
支
報

告
書
な
ど
に
よ
る
と
、
藤

田
氏
は
、
17
年
６
月
～
24

年
11
月
に
自
身
の
公
設
第

１
秘
書
が
代
表
の
会
社

「
株
式
会
社
リ
・
コ
ネ
ク

ト
」
に
、「
ビ
ラ
印
刷
費
」

な
ど
計
約
２
１
０
０
万
円

を
支
出
。
そ
の
う
ち
約

94
％
、
約
１
９
６
５
万
円

が
、
税
金
を
原
資
と
す
る

政
党
助
成
金
な
ど
公
金
か

ら
で
し
た
。
そ
の
会
社
が

公
設
第
１
秘
書
に
年

７
２
０
万
円
の
報
酬
を
支

払
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
・

コ
ネ
ク
ト
に
印
刷
機
は
な

く
、
印
刷
は
外
注
で
し
た
。

　
「
身
を
切
る
」
ど
こ
ろ

か
、
身
内
へ
税
金
環
流
そ

の
も
の
で
す
。

　　核実験再開表明に怒り
被爆地広島で抗議集会　原水協と被団協

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
維
新
の
会
の
藤
田

文
武
共
同
代
表
の
公
金
環

流
疑
惑
。「
あ
か
は
た
日
曜

版
の
ス
ク
ー
プ
だ
ね
」「
藤

田
氏
は
公
金
還
流
の
事
実

を
認
め
『
今
後
は
発
注
し

な
い
』
と
い
う
が
、
全
容

を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
」

「
藤
田
氏
は
取
材
し
た
赤

旗
記
者
の
名
刺
画
像
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表

し
た
」「
記
者
を
威
嚇
す
る

も
の
で
許
せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
メ
問
題
。「
銘
柄
米
の

価
格
は
５
千
円
を
超
え
て

い
る
」「
鈴
木
憲
和
農
相
は

米
価
高
騰
で
の
備
蓄
米
の

放
出
は
し
な
い
と
表
明
し

　

熊
の
被
害
続
く
。「
熊
が

柿
な
ど
の
餌
を
求
め
て
里

や
市
街
地
に
降
り
て
き
て

い
る
」「
新
聞
配
達
の
人
が

殺
さ
れ
た
」「
人
間
を
恐
れ

な
く
な
っ
て
い
る
」「
自
衛

隊
に
も
支
援
を
求
め
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
、
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
。「
ド
ジ
ャ
ー
ス

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

  

自
国
維
参
が
競
い
合
い

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
は
何
を
狙
う
②　

　

日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ａ
創
設
も

た
」「
前
政
権
と
違
う
」「
米

価
が
下
が
る
か
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税

率
廃
止
で
合
意
。「
与
野
党

６
党
が
12
月
31
日
に
廃
止

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
」

「
年
内
に
実
現
し
て
良
か

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

免疫細胞の病原性化解明　

　　千葉大・横浜市大
米科学誌サイエンス・イムノロジー電子版　

　　　　　　10 月 24 日付

　

千
葉
大
の
平
原
潔
教
授

や
横
浜
市
立
大
の
柳
生
洋

行
助
教
ら
は
、
ぜ
ん
そ
く

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾

患
を
悪
化
さ
せ
る
免
疫
細

胞
の
一
種
「
病
原
性
Ｔ
ｈ

２
細
胞
」
が
生
じ
る
仕
組

み
を
解
明
し
ま
し
た
。

　

柳
生
助
教
ら
は
ぜ
ん
そ

く
の
マ
ウ
ス
の
肺
で
オ
レ

イ
ン
酸
な
ど
の
脂
肪
酸
が

大
幅
に
増
え
、
Ｔ
ｈ
２
細

胞
が
脂
肪
酸
を
取
り
込
ん

で
「
脂
肪
滴
」
と
し
て
貯

蔵
す
る
こ
と
を
発
見
。
こ

の
脂
肪
滴
を
同
細
胞
が
、

細
胞
小
器
官
「
リ
ソ
ソ
ー

ム
」
や
酵
素
の
働
き
で
少

し
ず
つ
分
解
し
て
利
用
し
、

病
原
性
を
持
つ
よ
う
に
変

わ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
ぜ
ん
そ
く
と

関
連
が
あ
り
、
鼻
の
中
に

ポ
リ
ー
プ
が
で
き
る
難
病

「
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
」の

患
者
の
協
力
を
得
て
、
ポ

リ
ー
プ
を
調
査
。
病
原
性

Ｔ
ｈ
２
細
胞
と
み
ら
れ
る

細
胞
内
で
脂
肪
滴
が
分
解

さ
れ
つ
つ
あ
る
様
子
を
観

察
で
き
ま
し
た
。

　

脂
肪
酸
の
利
用
を
妨
げ

れ
ば
、
新
治
療
法
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

い
ま
す
。

の
２
連
覇
だ
」「
第
７
戦
ま

で
や
っ
て
、
僅
差
の
試
合

が
続
い
た
」「
山
本
投
手
が

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
た
」「
ロ

ス
で
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
に

は
25
万
人
も
の
市
民
が
参

加
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

３
日
、
木
枯
ら
し
１
号
。

「
急
に
寒
く
な
っ
た
か
ら

体
が
つ
い
て
い
か
な
い
」

「
7
日
は
立
冬
だ
っ
た
が
、

今
年
は
秋
が
な
く
て
冬
が

来
て
し
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
。「
７

日
は
曇
っ
て
見
れ
な
か
っ

た
が
８
日
は
大
き
く
て
き

れ
い
だ
っ
た
」


